
 

（２）地盤変位測量 

①測量箇所：三の丸北石垣斜面部２か所（R1No.1、R3No.1）  

      本丸北西部石垣前面部１か所（R6No.1） 

  

②測量実績：R1No.1 令和元年 12 月～  

      R3No.1 令和３年７月～  

      R6No.1 令和６年７月～   

      ※各箇所１か月に１回  

  

③測量箇所 
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④変位結果 

R１No.1 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡例 
地質                                             

  ：土砂                                          
  ：強風化花崗岩（D 級）   
 

 

地下水位                                            
  ：観測期間中最大 （GL-3.8m） 
  ：定常時     （GL-4.2m 前後） 
  ：観測期間中最低 （GL-5.2m） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 軸方向では深度 4.5m 以浅でマイナス方向（谷側）
への変位がみられ、B 軸方向ではプラス側とマイナ
ス側を行き来している。 
A 軸方向では、表層部(GL-0.5m)において、最大 23
ｍm マイナス方向（谷側）に累積性のある変位が見
られているため、引き続き継続的に観測を実施す
る。 

最大 23mm 程度 
の変位 

1〜2mm 程度 
の変位 
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R３No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

凡例 
地質                                             

  ：土砂                                           
  ：安山岩（風化貫入岩）（D 級） 
  ：強風化花崗岩（D 級）  
  ：風化花崗岩 （CL 級）  
 

 

地下水位                                            
  ：観測期間中最大 （GL-4.7m） 
  ：定常時     （水位無し） 
  ：観測期間中最低 （水位無し） 
 

定常時は 
水位無し 
（GL-12.5m 以深） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 軸方向及び B 軸方向では、プラス側とマイナス側
を行き来するものの、その変位は微量（深度 0.5m で
A 軸：-4.19〜3.03mm、B 軸：-1.88〜0.67mm）であ 
り、その挙動に累積性は見られない。 

最大 4mm 
程度の変位 

1〜2mm 程度 
の変位 
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R６No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

 N値

0 10 20 30 40 50

凡例 
地質                                             

  ：土砂                                           
  ：風化火山角礫岩 
  ：安山岩（風化貫入岩）  
   
 

 

地下水位                                            
  ：観測期間中最大 （GL-9.6m） 
  ：定常時     （水位無し） 
  ：観測期間中最低 （水位無し） 
 

定常時は 
水位無し 
（GL-9.6m 以深） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
A 軸方向及び B 軸方向では、深度 1m 以浅でマイナ
ス側となっているが、観測孔の立ち上がり部分であ
り、地中に関しては、ほぼ変位が見られない。今年
度モニタリングを開始したところであり、十分なデ
ータの蓄積のためにも引き続き継続的な観測を実施
する。 
 

最大 4.0mm 
程度の変位 

1〜2mm 程度 
の変位 

立上り部分 
の変位 

立上り部分 
の変位 
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